
リウマチ月間講演会では多くの教育講

演が各分野のエキスパートの先生方に

よって行われ、チーム医療でのより良い

リウマチ患者さんへのケアを目指す会と

なりました。

　令和元年にリウマチ財団登録医となら

れた先生が誌面で紹介されています。実は

東京の6人のうち4人は私の所属するセン

ターの若手です。4年目から専門外来を始

めますが、専門医取得まではすべての患者

さんを専門医資格のあるスタッフが一緒

に予習して診療計画を作ります。それでも

病院のホームページなどで調べてくる患

者さんには「専門医じゃないのですか」と

言われてしまうこともあり、安心を与える

意味でも若手医師には登録医となること

を勧めています。

　財団ニュースでは最新情報を凝縮した

学会レポートを積極的に掲載することに

しています。今回は諏訪中央病院の須田

先生に欧州リウマチ学会レポートを寄稿

していただきました。リウマチ膠原病分野

のできるだけ広い分野をカバーしていた

だいていますが、誌面には限りがあります

ので、財団ホームページでは学会レポート

のロングバージョンを公開して、登録医の

先生方の診療に役立てていただく企画と

なっています。

　週末にウィーンに行ってきました。パリ

などの大都市ではテロ対策でセキュリティ

が厳しくなっているので、どこに行っても

長蛇の列になっていて時間がかかってしま

うのですが、ウィーンではお土産のザッハ

トルテを買いにカフェザッハに行ったとき

だけ行列に並びました。EULARが大きく

なりすぎて、決まった数箇所の大都市で

しか開催されなくなったのはとても残念

です。

編集後記

令和元年7月 企画運営委員会議事録
令和元年7月開催企画運営委員会の審議概要を次の通り報告します。
企画運営委員会委員長 西岡久寿樹
日　時：令和元年7月9日（火）18：00～

【報告事項】
1．委員会等の開催について
・ リウマチ専門職委員会（7月7日）：リウマチ財団登録医の新規並びに更新申請、リウマチ
財団登録理学療法士・作業療法士の第１期新規申請に対する資格審査の実施、財団の登録
制度４職種の規則の見直し等について検討した内容が報告された。
・ 医療保険部会（7月7日）：次期診療報酬改定における要望事項の検討を行った旨の報告が
あった。

2. 2019年度リウマチ月間リウマチ講演会の報告について
6月23日に大手町サンケイプラザで「進化するリウマチ医療」をテーマに開催し、平成30年度
の参加人数432名に対し、今年度は536名と約100名も多い参加で、盛会であったことが
報告された。

【審議事項】
1. 令和元年度リウマチ性疾患調査・研究助成（塩川美奈子・膠原病研究奨励賞）の募集について
2. 令和2年度ノバルティス・リウマチ医学賞の募集について
3. 令和2年度リウマチ月間行事開催日程及び実行委員会の設置について
4. リウマチ財団登録医（第34期新規）及びリウマチ財団登録・作業療法士（第1期新規）の登録
申請について
登録医は新規31名、更新794名並びに第1期登録理学・作業療法士155名（理学療法士85名・
作業療法士70名）について登録を承認した。

5. 公益財団法人日本リウマチ財団登録リウマチ専門職表彰制度（案）の創設について
リウマチケア看護師、リウマチ財団登録薬剤師、リウマチ財団登録理学・作業療法士を対象に
優れた実践活動等を行った者を対象とする表彰制度について検討した。

6. 消費税増税に伴う料金改定について
今年10月に予定されている消費税10％の施行にともない、当財団の登録制度の審査料等の
改定を検討することとなった。

7. 令和元年度法人賛助会員セミナーについて
11月20日（水）に財団事務所で開催することが決まった。

　欧州リウマチ学会（EULAR 2019）への参加に際し、日本リウマチ財団から「国際
学会におけるリウマチ性疾患調査・研究発表に対する助成」を賜りましたので、ここに
ご報告申し上げます。 
　今回、“Response to biologic therapy is influenced by the body mass index in 
patients with rheumatoid arthritis” との表題で発表を行いました。関節リウマチ治
療において、生物学的製剤は高い効果を期待して導入されますが、その有効性は概し
て均一ではないという問題点があります。市中病院での日常診療で使用できるような
治療効果予測マーカーは存在せず、また、Body Mass Index（BMI）の生物学的製剤
の有効性への影響については一部議論があります。そこで、生物学的製剤の治療反応
性に影響する因子をBMIも含め検討致しました。
　2011年1月から2016年12月の間に四日市羽津医療センター（三重県 病床数 
226床）膠原病内科で生物学的製剤が導入された関節リウマチ患者（バイオナイー
ブ）を対象としました。同治療開始6ヵ月後の EULAR response criteria で治療反
応性を評価し、それをBaseline characteristics（性別、年齢、罹病期間、BMI、圧痛関
節数、腫脹関節数、Patient’s visual analog scale、 Doctor’s visual analog 
scale、赤血球沈降速度、CRP、DAS28、mHAQ、メトトレキサート使用、プレドニゾ
ロン使用）で比較・検討致しました。その結果、EULAR response criteria の “Good 
or Moderate response” と “No response” の患者群間で、BMI及び罹病期間に有
意差が確認されました。同結果は生物学的製剤間で一部異なり、今後の薬剤選択の
参考になると考えられました。
　最後になりましたが、今回の学会参加に際し日本リウマチ財団より多大なるご支援
を賜りましたことに深謝申し上げます。

国際学会におけるリウマチ性疾患調査・研究発表に対する
助成者報告書（EULAR 2019）
桑名市総合医療センター 膠原病リウマチ内科 医長　小寺 仁 氏

医学賞等候補者を募集

開催地区 開催日 開催場所

関東・
甲信越

9/29
（日）

丸ビルホール
＆コンファレンススクエア
7F「ホール」

東邦大学医学部
内科学講座膠原病学分野
教授 亀田 秀人

東海・
北陸

令和2年
2/2（日）

ミッドランドスクエア
オフィスタワー5Ｆ
「ミッドランドホール」

名古屋大学大学院医学系研究科
総合医学専攻
運動・形態外科学講座 整形外科学
教授 石黒 直樹

近畿 11/24
（日） 生田神社会館 兵庫医科大学 内科学 リウマチ・膠原病科

教授 松井　聖

九州・
沖縄

令和2年
1/26（日）ホテルJALシティ宮崎

宮崎大学医学部
内科学講座免疫感染病態学分野
（膠原病感染症内科）
教授 岡山 昭彦

世話人

北海道 加藤　将

中村　浩之

古崎　章

山形 土屋　登嗣

栃木 有馬　雅史

岐阜 川上　太郎

大阪 今中　俊爾

川戸　明広

嶋津　秀紀

兵庫 水口　貴雄

三輪　篤子

奈良 内藤　浩平

岡山 松本　佳則

山村　裕理子

広島 川西　啓生

大分 橋口　智光

沖縄 冨着　泉

福岡 西田　顕二郎

萩尾　友宣

藤原　稔史

松田　光太郎静岡 山﨑　賢士

愛知 桃原　真理子

滋賀 日野　拓耶

京都 吉富　啓之

東京 小澤　廣記

川添　麻衣

木戸口　元気

中井　健宏

福井　翔

矢野　紘一郎

令和元年度 リウマチの治療とケア教育研修会 開催予定

単位数はリウマチ財団登録医6単位、リウマチケア看護師6単位、リウマチ財団登録薬剤師6単位
（参加実績/経過措置期間）、リウマチ財団登録理学・作業療法士6単位（参加実績/経過措置
期間）予定。他学会等単位も予定。

http://www.rheuma-net.or.jp/
リウマチ財団

日本リウマチ財団ホームページ

令和元年度 新規リウマチ財団登録医一覧

検索

● ノバルティス・リウマチ医学賞
締め切り 令和 2年1月31日

● リウマチ性疾患調査・研究助成
締め切り 令和 元年11月30日

※ 今年度5件予定。その中から、「三浦記念リウマチ
学術研究賞」と「塩川美奈子・膠原病研究奨励賞」

 を特に1件ずつ選考する。詳細は財団ホームページをご覧ください。

岡田正人
聖路加国際病院
Immuno-Rheumatology Center センター長
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